
(57)【要約】

【課題】電気的安全性を確保でき、仮設物や特別なスペ

ースが不要で、施工性並びに経済性に優れた鉄塔建て替

え工法を提供すること。

【解決手段】一側架空線２１に通電し、他側架空線２２

を断電し、他側架空線２２を他側既設アーム１２の先端

側へＩ吊り形態架空線として移動させる工程と、他側架

空線２２に通電し、一側架空線２１を断電し、既設鉄塔

間に新設鉄塔３０の塔体３０ａと、一側新設アーム３１

とを建築する工程と、一側架空線を一側新設アームの先

端側にＩ吊り形態架空線として移設する工程と、一側架

空線に通電し、他側架空線を断電し、新設鉄塔に他側新

設アーム３２を建築する工程と、他側新設アームに懸垂

碍子装置１３を介して他側架空線をＶ吊り形態架空線と

して移設する工程と、他側架空線に通電し、一側架空線

を断電し、一側架空線を懸垂碍子装置を介してＶ吊り形

態架空線として架線する第６工程とを含む。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
既 設 鉄 塔 の 一 側 及 び 他 側 に 延 び る 一 側 既 設 ア ー ム 及 び 他 側 既 設 ア ー ム を 有 し 、 そ れ ら 一 側
既 設 ア ー ム 及 び 他 側 既 設 ア ー ム に 、 Ｖ 吊 り 形 態 と な る 懸 垂 碍 子 装 置 を 介 し て 一 側 架 空 線 及
び 他 側 架 空 線 が そ れ ぞ れ 架 線 さ れ た 鉄 塔 の 建 て 替 え 工 法 で あ っ て 、
前 記 一 側 架 空 線 に 通 電 し 、 他 側 架 空 線 を 断 電 し た 状 態 で 、 そ の 他 側 架 空 線 を 他 側 既 設 ア ー
ム の 先 端 側 へ Ｉ 吊 り 形 態 架 空 線 と し て 移 動 さ せ る 第 １ 工 程 と 、
他 側 架 空 線 に 通 電 し 、 一 側 架 空 線 を 断 電 し た 状 態 で 、 既 設 鉄 塔 間 に 新 設 鉄 塔 の 塔 体 と 、 一
側 既 設 ア ー ム に 対 応 す る 一 側 新 設 ア ー ム と を 建 築 す る 第 ２ 工 程 と 、
一 側 架 空 線 を 一 側 新 設 ア ー ム の 先 端 側 に Ｉ 吊 り 形 態 架 空 線 と し て 移 設 す る 第 ３ 工 程 と 、
一 側 架 空 線 に 通 電 し 、 他 側 架 空 線 を 断 電 し た 状 態 で 、 新 設 鉄 塔 に 他 側 既 設 ア ー ム に 対 応 す
る 他 側 新 設 ア ー ム を 建 築 す る 第 ４ 工 程 と 、
他 側 新 設 ア ー ム に 懸 垂 碍 子 装 置 を 介 し て 他 側 架 空 線 を Ｖ 吊 り 形 態 架 空 線 と し て 移 設 す る 第
５ 工 程 と 、
他 側 架 空 線 に 通 電 し 、 一 側 架 空 線 を 断 電 し た 状 態 で 、 そ の 一 側 架 空 線 を 懸 垂 碍 子 装 置 を 介
し て Ｖ 吊 り 形 態 架 空 線 と し て 架 線 す る 第 ６ 工 程 と 、 を 含 む 鉄 塔 建 て 替 え 工 法 。
【 請 求 項 ２ 】
既 設 鉄 塔 の 一 側 及 び 他 側 に 延 び る 一 側 既 設 ア ー ム 及 び 他 側 既 設 ア ー ム を 有 し 、 そ れ ら 一 側
既 設 ア ー ム 及 び 他 側 既 設 ア ー ム に 、 Ｖ 吊 り 形 態 と な る 懸 垂 碍 子 装 置 を 介 し て 一 側 架 空 線 及
び 他 側 架 空 線 が そ れ ぞ れ 架 線 さ れ た 鉄 塔 の 建 て 替 え 工 法 で あ っ て 、
前 記 一 側 架 空 線 に 通 電 し 、 他 側 架 空 線 を 断 電 し た 状 態 で 、 そ の 他 側 架 空 線 を 他 側 既 設 ア ー
ム の 先 端 側 へ Ｉ 吊 り 形 態 架 空 線 と し て 移 動 さ せ る 第 １ 工 程 と 、
前 他 側 架 空 線 に 通 電 し 、 一 側 架 空 線 を 断 電 し た 状 態 で 、 既 設 鉄 塔 を 囲 む 形 態 の 塔 体 と 、 一
側 既 設 ア ー ム に 対 応 す る 一 側 新 設 ア ー ム と を 建 築 す る 第 ２ 工 程 と 、
一 側 架 空 線 を 一 側 新 設 ア ー ム の 先 端 側 に Ｉ 吊 り 形 態 架 空 線 と し て 移 設 す る 第 ３ 工 程 と 、
一 側 架 空 線 に 通 電 し 、 他 側 架 空 線 を 断 電 し た 状 態 で 、 新 設 鉄 塔 に 他 側 既 設 ア ー ム に 対 応 す
る 他 側 新 設 ア ー ム を 建 築 す る 第 ４ 工 程 と 、
他 側 新 設 ア ー ム に 懸 垂 碍 子 装 置 を 介 し て 他 側 架 空 線 を Ｖ 吊 り 形 態 架 空 線 と し て 移 設 す る 第
５ 工 程 と 、
他 側 架 空 線 に 通 電 し 、 前 一 側 架 空 線 を 断 電 し た 状 態 で 、 そ の 一 側 架 空 線 を 懸 垂 碍 子 装 置 を
介 し て Ｖ 吊 り 形 態 架 空 線 と し て 架 線 す る 第 ６ 工 程 と 、 を 含 む 鉄 塔 建 て 替 え 工 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 一 側 架 空 線 及 び 他 側 架 空 線 は そ れ ぞ れ 複 数 あ り 、 そ れ ら 一 側 架 空 線 群 及 び 他 側 架 空 線
群 ご と に 前 記 各 工 程 を 行 う 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 鉄 塔 建 て 替 え 工 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 新 設 鉄 塔 を 建 て 替 え 用 既 設 鉄 塔 の 近 く に 建 築 す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 鉄 塔 建 て 替 え 工 法
。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 ３ 工 程 に お い て 、 既 設 鉄 塔 の 各 一 側 既 設 ア ー ム を 撤 去 し 、 前 記 第 ５ 工 程 に お い て 、
既 設 鉄 塔 の 各 他 側 既 設 ア ー ム 及 び 塔 体 の 少 な く と も 一 部 を 撤 去 す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 鉄 塔
建 て 替 え 工 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 ３ 工 程 に お い て 、 既 設 鉄 塔 の 各 一 側 既 設 ア ー ム を 撤 去 し 、 前 記 第 ５ 工 程 に お い て 、
既 設 鉄 塔 の 各 他 側 既 設 ア ー ム 及 び 塔 体 の 少 な く と も 一 部 を 撤 去 す る 、 請 求 項 ２ 記 載 の 鉄 塔
建 て 替 え 工 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 鉄 塔 建 て 替 え 工 法 に 関 し 、 特 に 、 送 電 線 等 の 架 空 線 を Ｖ 吊 り 形 態 で 架 線 す る 懸
垂 碍 子 装 置 を 用 い た 既 設 鉄 塔 の 建 て 替 え 工 法 と し て 好 適 な 技 術 に 関 す る 。
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【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
送 電 線 鉄 塔 の 建 て 替 え 工 法 と し て 、 従 来 か ら 、 図 １ ４ に 示 す よ う な 工 法 が 広 く 採 用 さ れ て
い た 。 こ の 工 法 は 、 系 統 運 用 上 、 １ 回 線 停 止 条 件 の 場 合 に 、 １ 回 線 仮 設 工 事 （ 仮 設 鉄 塔 の
建 築 ） を 実 施 し て 建 て 替 え る 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
即 ち 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 鉄 塔 １ 、 ２ 間 の 既 設 鉄 塔 ３ を 建 て 替 え る 際 に 、 同 図 （ ａ ） ～
（ ｄ ） の 手 順 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま ず 、 図 １ ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 他 側 送 電 線 ５ に 通 電 し 、 一 側 送 電 線 ４ を 断 電 し た 状 態
で 、 一 側 送 電 線 ４ 及 び 他 側 送 電 線 ５ の 線 間 方 向 に お い て 既 設 鉄 塔 ３ か ら 充 分 に 離 れ た 位 置
に 仮 設 鉄 塔 ６ を 建 築 し 、 そ の 仮 設 鉄 塔 ６ の ア ー ム に 仮 送 電 線 ７ を 架 線 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
次 に 、 図 １ ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 既 設 鉄 塔 ３ か ら 一 側 送 電 線 ４ を 切 り 離 し 、 仮 送 電 線 ７
に 通 電 し 、 他 側 送 電 線 ５ を 断 電 し た 状 態 で 、 既 設 鉄 塔 ３ を 撤 去 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
次 に 、 図 １ ４ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 鉄 塔 １ 、 ２ 間 の 目 的 の 位 置 に 新 設 鉄 塔 ８ を 建 築 し 、 そ
の 新 設 鉄 塔 ８ の ア ー ム に 他 側 送 電 線 ５ を 架 線 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
次 に 、 図 １ ４ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 他 側 送 電 線 ５ に 通 電 し 、 一 側 送 電 線 ４ を 断 電 し た 状 態
で 、 そ の 一 側 送 電 線 ４ を 仮 設 鉄 塔 ６ か ら 新 設 鉄 塔 ８ へ 移 設 し た 後 、 一 側 送 電 線 ４ に も 通 電
す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 鉄 塔 建 て 替 え 工 法 で は 、 仮 設 鉄 塔 ６ お よ び 仮 送 電 線 ７ 等 の 仮 設 工 事 を 必 要 と す る 。 そ
の た め 、 施 工 費 が 嵩 む 問 題 、 仮 設 鉄 塔 建 築 用 地 を 確 保 し 難 い 問 題 等 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
そ こ で 、 最 近 の １ 回 線 交 互 停 止 に よ る 鉄 塔 建 て 替 え 工 法 と し て 、 ２ 脚 １ ／ ２ 面 包 み 込 み 工
法 （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 、 ケ ー ブ ル ジ ャ ン パ ー 工 法 （ 特 許 文 献 ２ 、 図 １ ３ 等 参 照 ） 、 長 大 ジ
ャ ン パ ー に よ る 仮 設 工 事 の 簡 略 化 工 法 （ 図 １ ４ 参 照 ） な ど が 開 発 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 １ ５ に 示 す ケ ー ブ ル ジ ャ ン パ ー 工 法 は 、 鉄 塔 １ 、 ２ 間 の 既 設 鉄 塔 ３ を 新 設 鉄 塔 ８ に 建 て
替 え る 際 に 、 そ の 建 て 替 え 工 事 に 必 要 な 区 間 の 送 電 線 ５ に 代 わ る ケ ー ブ ル ジ ャ ン パ ー 線 （
絶 縁 被 覆 電 線 ） ９ ａ を 平 行 に 設 け る こ と で 、 建 て 替 え 工 事 区 間 の 送 電 線 （ 裸 線 ） ５ を 断 電
し 、 電 気 的 安 全 性 を 図 る 工 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 １ ６ に 示 す 長 大 ジ ャ ン パ ー 工 法 は 、 鉄 塔 １ 、 ２ 間 の 既 設 鉄 塔 ３ を 新 設 鉄 塔 ８ に 建 て 替 え
る 際 に 、 鉄 塔 敷 地 の 外 に 仮 の 支 持 柱 １ ａ 、 １ ｂ を 建 て 、 こ れ ら の 支 持 柱 １ ａ 、 １ ｂ を 利 用
し て 、 鉄 塔 建 て 替 え 工 事 に 必 要 な 区 間 の 送 電 線 ５ よ り も 外 側 に 大 き く 迂 回 す る 仮 送 電 線 ９
ｂ を 設 け る こ と で 、 建 て 替 え 工 事 区 間 の 電 気 的 安 全 性 を 図 る 工 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ４ ５ ７ ４ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ７ ０ ４ ５ ４ 号 公 報
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 こ の よ う な １ 回 線 交 互 停 止 に よ る 鉄 塔 建 て 替 え 工 法 で は 、 以 下 の よ う な 点
で 解 決 す べ き 課 題 が あ る 。
（ １ ） 　 ２ 脚 １ ／ ２ 面 包 み 込 み 工 法 で は 、 既 設 鉄 塔 に 強 度 を 負 担 さ せ て い る も の の 、 既 設
鉄 塔 強 度 の 裕 度 は 少 な い と い う 問 題 が あ る 。 し た が っ て 、 台 風 、 強 風 が 予 想 さ れ る 時 期 は
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採 用 で き な い 。 こ の 問 題 は 嵩 上 げ 工 法 で も 同 様 で あ る 。
（ ２ ） 　 ケ ー ブ ル ジ ャ ン パ ー 工 法 は 、 超 高 圧 送 電 線 に は 設 備 容 量 的 に 採 用 で き な い 。
（ ３ ） 　 長 大 ジ ャ ン パ ー 工 法 は 簡 易 な 支 持 柱 が 必 要 で 、 超 高 圧 送 電 線 で は ジ ャ ン パ ー か ら
の ク リ ア ラ ン ス が 大 き く 、 支 持 柱 が 過 大 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
よ っ て 、 本 発 明 の 課 題 は 、 １ 回 線 交 互 停 止 に よ る 鉄 塔 建 て 替 え が 可 能 で 、 充 分 な 離 隔 距 離
の 確 保 に よ り 電 気 的 安 全 性 を 確 保 で き 、 し か も 仮 設 物 や 特 別 な ス ペ ー ス が 不 要 で 、 施 工 性
並 び に 経 済 性 に 優 れ た 鉄 塔 建 て 替 え 工 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 で は 以 下 の 手 段 を 採 用 し た 。
本 発 明 は 、 既 設 鉄 塔 の 一 側 及 び 他 側 に 延 び る 一 側 既 設 ア ー ム 及 び 他 側 既 設 ア ー ム を 有 し 、
そ れ ら 一 側 既 設 ア ー ム 及 び 他 側 既 設 ア ー ム に 、 Ｖ 吊 り 形 態 と な る 懸 垂 碍 子 装 置 を 介 し て 一
側 架 空 線 及 び 他 側 架 空 線 が そ れ ぞ れ 架 線 さ れ た 鉄 塔 の 建 て 替 え 工 法 で あ っ て 、
前 記 一 側 架 空 線 に 通 電 し 、 他 側 架 空 線 を 断 電 し た 状 態 で 、 そ の 他 側 架 空 線 を 他 側 既 設 ア ー
ム の 先 端 側 へ Ｉ 吊 り 形 態 架 空 線 と し て 移 動 さ せ る 第 １ 工 程 と 、
他 側 架 空 線 に 通 電 し 、 一 側 架 空 線 を 断 電 し た 状 態 で 、 既 設 鉄 塔 間 に 新 設 鉄 塔 の 塔 体 と 、 一
側 既 設 ア ー ム に 対 応 す る 一 側 新 設 ア ー ム と を 建 築 す る 第 ２ 工 程 と 、
一 側 架 空 線 を 一 側 新 設 ア ー ム の 先 端 側 に Ｉ 吊 り 形 態 架 空 線 と し て 移 設 す る 第 ３ 工 程 と 、
一 側 架 空 線 に 通 電 し 、 他 側 架 空 線 を 断 電 し た 状 態 で 、 新 設 鉄 塔 に 他 側 既 設 ア ー ム に 対 応 す
る 他 側 新 設 ア ー ム を 建 築 す る 第 ４ 工 程 と 、
他 側 新 設 ア ー ム に 懸 垂 碍 子 装 置 を 介 し て 他 側 架 空 線 を Ｖ 吊 り 形 態 架 空 線 と し て 移 設 す る 第
５ 工 程 と 、
他 側 架 空 線 に 通 電 し 、 一 側 架 空 線 を 断 電 し た 状 態 で 、 そ の 一 側 架 空 線 を 懸 垂 碍 子 装 置 を 介
し て Ｖ 吊 り 形 態 架 空 線 と し て 架 線 す る 第 ６ 工 程 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 既 設 鉄 塔 と 新 設 鉄 塔 の Ｖ 吊 り 形 態 架 空 線 を 左 右 交 互 に Ｉ 吊 り 形 態 と し な
が ら 、 新 設 鉄 塔 建 築 に 必 要 な 作 業 空 間 を 確 保 し つ つ 、 新 設 鉄 塔 に 順 次 移 設 す る 工 法 を 採 用
し て い る 。 こ れ は 、 通 電 側 架 空 線 （ 充 電 部 ） と の 離 隔 距 離 （ 電 気 的 安 全 距 離 ） を 確 保 す る
方 法 と し て 、 架 空 線 を Ｖ 吊 り 形 態 と す る 懸 垂 碍 子 装 置 が 碍 子 の 片 寄 り を 考 慮 し た 鉄 塔 設 計
と な っ て い る こ と に 着 目 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
即 ち 、 Ｖ 吊 り 懸 垂 碍 子 を Ｉ 吊 り 懸 垂 碍 子 に 変 更 し て 鉄 塔 ア ー ム の 先 端 側 へ 架 空 線 を 移 動 さ
せ て も 、 鉄 塔 強 度 は 問 題 な く 、 新 設 ・ 既 設 鉄 塔 の 塔 体 と の 離 隔 距 離 を 増 や す こ と が で き る
か ら で あ る 。 こ れ に よ り 、 １ 回 線 交 互 停 止 に よ る 鉄 塔 建 て 替 え が 可 能 で 、 電 気 的 安 全 性 を
確 保 で き 、 し か も 仮 設 物 や 特 別 な ス ペ ー ス が 不 要 で 、 施 工 性 並 び に 経 済 性 に 優 れ た 鉄 塔 建
て 替 え 工 法 と す る こ と が で き る 。 こ の 工 法 で は 、 既 設 鉄 塔 の 近 く に 新 設 鉄 塔 を 建 築 す る 建
て 替 え 工 法 と し て 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 で は 、 前 記 一 側 架 空 線 及 び 他 側 架 空 線 が そ れ ぞ れ 複 数 あ る 場 合 、 そ れ ら 一 側 架 空 線
群 及 び 他 側 架 空 線 群 ご と に 前 記 各 工 程 を 行 う こ と が 望 ま し い 。 片 側 の 架 空 線 群 ご と に 分 け
て 作 業 を 進 め る こ と で 、 そ の 作 業 性 及 び 安 全 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
前 記 第 ３ 工 程 に お い て 、 既 設 鉄 塔 の 各 一 側 既 設 ア ー ム を 撤 去 し 、 前 記 第 ５ 工 程 に お い て 、
既 設 鉄 塔 の 各 他 側 既 設 ア ー ム 及 び 塔 体 の 少 な く と も 一 部 を 撤 去 す る こ と が 望 ま し い 。 そ う
す る こ と で 、 一 度 に 撤 去 す る 場 合 に 比 べ て 、 既 設 鉄 塔 の 撤 去 作 業 を 安 全 に 無 理 な く 行 う こ
と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
前 記 課 題 を 解 決 す る 別 の 観 点 か ら 、 本 発 明 は 、 既 設 鉄 塔 の 一 側 及 び 他 側 に 延 び る 一 側 既 設
ア ー ム 及 び 他 側 既 設 ア ー ム を 有 し 、 そ れ ら 一 側 既 設 ア ー ム 及 び 他 側 既 設 ア ー ム に 、 Ｖ 吊 り
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形 態 と な る 懸 垂 碍 子 装 置 を 介 し て 一 側 架 空 線 及 び 他 側 架 空 線 が そ れ ぞ れ 架 線 さ れ た 鉄 塔 の
建 て 替 え 工 法 で あ っ て 、
前 記 一 側 架 空 線 に 通 電 し 、 他 側 架 空 線 を 断 電 し た 状 態 で 、 そ の 他 側 架 空 線 を 他 側 既 設 ア ー
ム の 先 端 側 へ Ｉ 吊 り 形 態 架 空 線 と し て 移 動 さ せ る 第 １ 工 程 と 、
前 他 側 架 空 線 に 通 電 し 、 一 側 架 空 線 を 断 電 し た 状 態 で 、 既 設 鉄 塔 を 囲 む 形 態 の 塔 体 と 、 一
側 既 設 ア ー ム に 対 応 す る 一 側 新 設 ア ー ム と を 建 築 す る 第 ２ 工 程 と 、
一 側 架 空 線 を 一 側 新 設 ア ー ム の 先 端 側 に Ｉ 吊 り 形 態 架 空 線 と し て 移 設 す る 第 ３ 工 程 と 、
一 側 架 空 線 に 通 電 し 、 他 側 架 空 線 を 断 電 し た 状 態 で 、 新 設 鉄 塔 に 他 側 既 設 ア ー ム に 対 応 す
る 他 側 新 設 ア ー ム を 建 築 す る 第 ４ 工 程 と 、
他 側 新 設 ア ー ム に 懸 垂 碍 子 装 置 を 介 し て 他 側 架 空 線 を Ｖ 吊 り 形 態 架 空 線 と し て 移 設 す る 第
５ 工 程 と 、
他 側 架 空 線 に 通 電 し 、 前 一 側 架 空 線 を 断 電 し た 状 態 で 、 そ の 一 側 架 空 線 を 懸 垂 碍 子 装 置 を
介 し て Ｖ 吊 り 形 態 架 空 線 と し て 架 線 す る 第 ６ 工 程 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の 工 法 で は 、 既 設 鉄 塔 と 同 じ 場 所 に 新 設 鉄 塔 を 建 築 す る 建 て 替 え 工 法 と し て 好 適 で あ る
。 こ の 発 明 で は 、 既 設 鉄 塔 を 囲 む 新 設 鉄 塔 を 建 築 し て 既 設 鉄 塔 の 全 て を 撤 去 す る 場 合 、 既
設 鉄 塔 の 一 部 を 利 用 し て 新 設 鉄 塔 を 建 て る 場 合 、 既 設 鉄 塔 を 嵩 上 げ す る 場 合 、 の 何 れ を も
含 む も の と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
前 記 第 ３ 工 程 に お い て 、 既 設 鉄 塔 の 各 一 側 既 設 ア ー ム を 撤 去 し 、 前 記 第 ５ 工 程 に お い て 、
既 設 鉄 塔 の 各 他 側 既 設 ア ー ム 及 び 塔 体 を 撤 去 す る こ と が 望 ま し い 。 こ の 場 合 も 、 既 設 鉄 塔
の 撤 去 作 業 を 安 全 に 無 理 な く 行 う こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
（ 第 １ の 実 施 形 態 ）
図 １ （ ａ ） 、 （ ｂ ） ～ 図 ４ （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 、 鉄 塔 建 て 替 え 工 法 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す
工 程 図 で あ る 。 図 ５ は 図 ２ に 対 応 す る 斜 視 図 で あ る 。 図 ６ （ ａ ） ～ （ ｄ ） は 同 じ く 第 １ の
実 施 形 態 を 示 す 平 面 工 程 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の 実 施 の 形 態 で は 、 既 設 鉄 塔 １ ０ の 一 側 及 び 他 側 に 延 び る 一 側 既 設 ア ー ム １ １ 及 び 他 側
既 設 ア ー ム １ ２ を 有 し 、 そ れ ら 一 側 既 設 ア ー ム １ １ 及 び 他 側 既 設 ア ー ム １ ２ に 、 Ｖ 吊 り 形
態 と な る 懸 垂 碍 子 装 置 １ ３ を 介 し て 一 側 架 空 線 ２ １ 及 び 他 側 架 空 線 ２ ２ が そ れ ぞ れ 架 線 さ
れ た 鉄 塔 の 建 て 替 え 工 法 に 適 用 し た 例 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
な お 、 こ こ で は 、 既 設 鉄 塔 １ ０ の 近 く に 新 設 鉄 塔 ３ ０ を 建 築 す る 建 て 替 え 工 法 例 と し て 説
明 す る 。 そ の 際 、 通 電 （ 充 電 ） さ れ て い る 架 空 線 （ 送 電 線 ） を 黒 丸 で 示 し 、 断 電 （ 停 止 ）
さ れ て い る 架 空 線 を 白 丸 で 示 す 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま ず 、 図 １ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 及 び 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 三 相 交 流 と し て ３ 段 に 架 線 さ れ
た 図 中 左 側 の 一 側 架 空 線 ２ １ に 通 電 し 、 同 じ く ３ 段 に 架 線 さ れ た 図 中 右 側 の 他 側 架 空 線 ２
２ を 断 電 し た 状 態 で 、 各 他 側 架 空 線 ２ ２ を 他 側 既 設 ア ー ム １ ２ の 先 端 側 へ Ｉ 吊 り 形 態 架 空
線 と し て そ れ ぞ れ 移 動 さ せ る 工 程 を 行 う （ 第 １ 工 程 ） 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の 工 程 に お い て 、 Ｖ 吊 り 形 態 架 空 線 を Ｉ 吊 り 形 態 架 空 線 と す る に は 、 懸 垂 碍 子 装 置 １ ３
の Ｖ 字 状 に 懸 垂 し た 一 対 の 絶 縁 碍 子 を 外 し た 後 、 ア ー ム 先 端 へ Ｉ 吊 り 形 態 の 懸 垂 碍 子 装 置
に 変 更 し 、 他 側 架 空 線 ２ ２ を 吊 り 下 げ る 形 態 と す る こ と で 実 現 で き る 。 こ れ に よ り 他 側 架
空 線 ２ ２ を 外 側 （ 他 側 既 設 ア ー ム １ ２ の 先 端 側 ） へ 移 動 さ せ て 、 新 設 鉄 塔 ３ ０ を 建 築 す る
た め の 作 業 空 間 （ 離 隔 距 離 ） を 確 保 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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次 に 、 図 ２ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 図 ５ 及 び 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 他 側 架 空 線 ２ ２ に 通 電 し
、 一 側 架 空 線 ２ １ を 断 電 し た 状 態 で 、 建 て 替 え 用 既 設 鉄 塔 １ ０ の 近 く に 、 図 中 実 線 で 示 す
新 設 鉄 塔 ３ ０ の 塔 体 ３ ０ ａ と 、 一 側 既 設 ア ー ム １ １ に 対 応 す る 図 ２ 中 左 側 の 一 側 新 設 ア ー
ム ３ １ と を 建 築 す る 工 程 を 行 う （ 第 ２ 工 程 ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
な お 、 新 設 鉄 塔 ３ ０ の 建 築 位 置 は 、 図 ２ （ ｂ ） 、 図 ５ 及 び 図 ６ に そ れ ぞ れ 示 す よ う に 、 建
て 替 え 用 既 設 鉄 塔 １ ０ の 近 く で 、 か つ 、 鉄 塔 １ 、 ２ 間 （ 径 間 ） 方 向 に ほ ぼ 一 列 に 並 ぶ よ う
に 配 慮 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
次 に 、 同 図 に 示 す よ う に 、 一 側 架 空 線 ２ １ を 一 側 新 設 ア ー ム ３ １ の 先 端 側 に Ｉ 吊 り 形 態 架
空 線 と し て 移 設 す る 工 程 を 行 う （ 第 ３ 工 程 ） 。 こ の 工 程 に お い て 、 Ｖ 吊 り 形 態 架 空 線 を Ｉ
吊 り 形 態 架 空 線 と す る に は 、 前 述 の よ う に 、 懸 垂 碍 子 装 置 １ ３ の Ｖ 字 状 に 懸 垂 し た 一 対 の
絶 縁 碍 子 を 外 し た 後 、 ア ー ム 先 端 へ Ｉ 吊 り 形 態 の 懸 垂 碍 子 装 置 に 変 更 し 、 一 側 架 空 線 ２ １
を 吊 り 下 げ つ つ 、 一 側 新 設 ア ー ム ３ １ に 移 設 す る こ と で 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
勿 論 、 先 に 懸 垂 碍 子 装 置 １ ３ を 一 側 新 設 ア ー ム ３ １ に 移 設 ま た は 新 設 し 、 そ の 後 に 一 側 架
空 線 ２ １ の み を 移 設 す る 作 業 手 順 と し て も よ い 。 こ れ に よ り 一 側 架 空 線 ２ １ を 外 側 （ 一 側
新 設 ア ー ム ３ １ の 先 端 側 ） へ 移 動 さ せ て 、 新 設 鉄 塔 ３ ０ の 残 り の 部 分 を 建 築 す る た め お よ
び 既 設 鉄 塔 の 少 な く と も 一 部 を 撤 去 す る た め の 作 業 空 間 （ 離 隔 距 離 ） を 確 保 す る 。 こ の 後
、 既 設 鉄 塔 １ ０ の 各 一 側 既 設 ア ー ム １ １ を 撤 去 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
次 に 、 図 ３ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 及 び 図 ６ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 一 側 架 空 線 ２ １ に 通 電 し 、 他 側
架 空 線 ２ ２ を 断 電 し た 状 態 で 、 新 設 鉄 塔 ３ ０ に 他 側 既 設 ア ー ム １ ２ に 対 応 す る 他 側 新 設 ア
ー ム ３ ２ を 建 築 す る 工 程 を 行 う （ 第 ４ 工 程 ） 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
次 に 、 同 図 に そ れ ぞ れ 示 す よ う に 、 そ の 他 側 新 設 ア ー ム ３ ２ に 懸 垂 碍 子 装 置 １ ３ を 介 し て
他 側 架 空 線 ２ ２ を Ｖ 吊 り 形 態 架 空 線 ２ ２ と し て 移 設 す る 工 程 を 行 う （ 第 ５ 工 程 ） 。 そ の 後
、 既 設 鉄 塔 １ ０ の 各 他 側 既 設 ア ー ム １ ２ と 塔 体 １ ０ ａ の 一 部 （ 上 半 部 ） を 撤 去 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
次 に 、 図 ４ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 及 び 図 ６ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 他 側 架 空 線 ２ ２ に 通 電 し 、 一 側
架 空 線 ２ １ を 断 電 し た 状 態 で 、 そ の 一 側 架 空 線 ２ １ を 懸 垂 碍 子 装 置 １ ３ を 介 し て Ｖ 吊 り 形
態 架 空 線 ２ １ と し て 架 線 す る 工 程 を 行 う （ 第 ６ 工 程 ） 。 し か る 後 、 一 側 架 空 線 ２ １ に も 通
電 し て 、 一 側 架 空 線 ２ １ 及 び 他 側 架 空 線 ２ ２ を 送 電 状 態 に 復 帰 さ せ る 。 そ の 後 、 既 設 鉄 塔
の 残 り の 塔 体 １ ０ ａ 部 分 も 撤 去 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 既 設 鉄 塔 １ ０ の Ｖ 吊 り 形 態 架 空 線 ２ １ 、 ２ ２ を 左 右 交 互 に Ｉ 吊
り 形 態 と し な が ら 、 新 設 鉄 塔 建 築 お よ び 既 設 鉄 塔 撤 去 に 必 要 な 作 業 空 間 を 確 保 し つ つ 、 新
設 鉄 塔 ３ ０ に 順 次 移 設 す る 工 法 を 採 用 し て い る 。 こ れ は 、 通 電 側 架 空 線 （ 充 電 部 ） と の 離
隔 距 離 （ 電 気 的 安 全 距 離 ） を 確 保 す る 方 法 と し て 、 架 空 線 を Ｖ 吊 り 形 態 と す る 懸 垂 碍 子 装
置 １ ３ が 碍 子 の 片 寄 り を 考 慮 し た 鉄 塔 設 計 と な っ て い る こ と に 着 目 し た も の で 、 こ れ に よ
り 鉄 塔 建 て 替 え 作 業 を 安 全 か つ 経 済 的 に 実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
即 ち 、 Ｖ 吊 り 形 態 の 懸 垂 碍 子 装 置 １ ３ を 外 し た 後 、 Ｉ 吊 り 形 態 の 懸 垂 碍 子 装 置 に 変 更 し て
鉄 塔 ア ー ム の 先 端 側 へ 架 空 線 を 移 動 さ せ て も 、 鉄 塔 強 度 に 問 題 は な く 、 新 設 鉄 塔 ３ ０ の 塔
体 ３ ０ ａ 及 び 既 設 鉄 塔 １ ０ の 塔 体 １ ０ ａ と の 離 隔 距 離 を 増 や す こ と が で き る か ら で あ る 。
こ れ に よ り 、 １ 回 線 交 互 停 止 に よ る 鉄 塔 建 て 替 え が 可 能 で 、 作 業 者 を 含 む 電 気 的 安 全 性 を
確 保 で き 、 し か も 仮 設 物 や 特 別 な ス ペ ー ス が 不 要 で 、 施 工 性 並 び に 経 済 性 に 優 れ た 鉄 塔 建
て 替 え 工 法 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 ７ 及 び 図 ８ （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 、 実 際 の Ｖ 吊 り 形 態 の 送 電 線 鉄 塔 に お い て 、 離 隔 距 離 を ど
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の 程 度 確 保 で き る か を 示 す 説 明 図 で あ る 。 こ れ ら の 図 に 示 す よ う に 、 た と え ば 、 電 圧 ５ ０
０ ｋ Ｖ の 鉄 塔 で は 、 線 間 距 離 Ａ が ２ ０ ｍ 、 が い し （ 碍 子 ） 支 点 間 距 離 Ｂ が １ ０ ｍ 、 鉄 塔 中
心 か ら 腕 金 （ ア ー ム ） 先 端 ま で の 距 離 が １ ５ ｍ 、 塔 体 幅 ／ ２ が ２ ｍ の と き 、 塔 体 と の 離 隔
距 離 は １ １ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
こ れ ら の 図 及 び デ ー タ か ら 、 が い し 支 点 間 距 離 Ｂ に つ い て 、 ５ ０ ０ ｋ Ｖ の 場 合 １ ０ ｍ で ５
ｍ 、 ２ ７ ５ ｋ Ｖ の 場 合 ６ ｍ で ３ ｍ 、 １ ５ ４ ｋ Ｖ の 場 合 ４ ｍ で ２ ｍ の 離 隔 距 離 増 と 、 線 間 距
離 Ａ の 半 分 に よ り 、 塔 体 と の 離 隔 距 離 を 確 保 で き る こ と に な る 。 な お 、 図 ８ （ ｂ ） に は 、
電 圧 ５ ０ ０ ｋ Ｖ 、 ２ ７ ５ ｋ Ｖ 、 １ ５ ４ ｋ Ｖ に つ い て 、 ク レ ー ン 車 等 の 離 隔 距 離 、 作 業 者 、
電 気 設 備 技 術 基 準 の 離 隔 距 離 を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
（ 第 ２ の 実 施 形 態 ）
図 ９ （ ａ ） 、 （ ｂ ） ～ 図 １ ２ （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 、 鉄 塔 建 て 替 え 工 法 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示
す 工 程 図 で あ る 。 図 １ ３ は 図 １ ０ に 対 応 す る 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
こ の 実 施 の 形 態 で は 、 既 設 鉄 塔 １ ０ の 一 側 及 び 他 側 に 延 び る 一 側 既 設 ア ー ム １ １ 及 び 他 側
既 設 ア ー ム １ ２ を 有 し 、 そ れ ら 一 側 既 設 ア ー ム １ １ 及 び 他 側 既 設 ア ー ム １ ２ に 、 Ｖ 吊 り 形
態 と な る 懸 垂 碍 子 装 置 １ ３ を 介 し て 一 側 架 空 線 ２ １ 及 び 他 側 架 空 線 ２ ２ が そ れ ぞ れ 架 線 さ
れ た 鉄 塔 の 建 て 替 え 工 法 に 適 用 し た 例 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
な お 、 こ こ で は 、 既 設 鉄 塔 １ ０ を 囲 む 形 態 で 既 設 鉄 塔 １ ０ と ほ ぼ 同 じ 位 置 に 新 設 鉄 塔 ３ ０
を 建 築 す る 建 て 替 え 工 法 例 と し て 説 明 す る 。 そ の 際 、 通 電 （ 充 電 ） さ れ て い る 架 空 線 （ 送
電 線 ） を 黒 丸 で 示 し 、 断 電 （ 停 止 ） さ れ て い る 架 空 線 を 白 丸 で 示 す 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ま ず 、 図 ９ （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 三 相 交 流 と し て ３ 段 に 架 線 さ れ た 図 中 左 側 の 一
側 架 空 線 ２ １ に 通 電 し 、 同 じ く ３ 段 に 架 線 さ れ た 図 中 右 側 の 他 側 架 空 線 ２ ２ を 断 電 し た 状
態 で 、 各 他 側 架 空 線 ２ ２ を 他 側 既 設 ア ー ム １ ２ の 先 端 側 へ Ｉ 吊 り 形 態 架 空 線 と し て そ れ ぞ
れ 移 動 さ せ る 工 程 を 行 う （ 第 １ 工 程 ） 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
こ の 工 程 に お い て 、 Ｖ 吊 り 形 態 架 空 線 を Ｉ 吊 り 形 態 架 空 線 と す る に は 、 懸 垂 碍 子 装 置 １ ３
の Ｖ 字 状 に 懸 垂 し た 一 対 の 絶 縁 碍 子 を 外 し た 後 、 ア ー ム 先 端 へ Ｉ 吊 り 形 態 の 懸 垂 碍 子 装 置
に 変 更 し 、 他 側 架 空 線 ２ ２ を 吊 り 下 げ る 形 態 と す る こ と で 実 現 で き る 。 こ れ に よ り 他 側 架
空 線 ２ ２ を 外 側 （ 他 側 既 設 ア ー ム １ ２ の 先 端 側 ） へ 移 動 さ せ て 、 新 設 鉄 塔 ３ ０ を 建 築 す る
た め の 作 業 空 間 （ 離 隔 距 離 ） を 確 保 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
次 に 、 図 １ ０ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 及 び 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 他 側 架 空 線 ２ ２ に 通 電 し 、 一 側 架
空 線 ２ １ を 断 電 し た 状 態 で 、 建 て 替 え 用 既 設 鉄 塔 １ ０ を 囲 む 形 態 で 、 図 中 実 線 で 示 す 新 設
鉄 塔 ３ ０ の 塔 体 ３ ０ ａ と 、 一 側 既 設 ア ー ム １ １ に 対 応 す る 図 ２ 中 左 側 の 一 側 新 設 ア ー ム ３
１ と を 建 築 す る 工 程 を 行 う （ 第 ２ 工 程 ） 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
こ の 新 設 鉄 塔 ３ ０ の 建 築 に 際 し て は 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 先 に ２ 脚 １ 面 を 組 み 立 て 、 次 に
残 り の ２ 脚 ３ 面 を 組 み 立 て る 、 公 知 の ２ 脚 １ 面 ３ 面 組 立 工 法 を 採 用 し て い る 。 勿 論 、 他 の
鉄 塔 建 築 工 法 を 採 用 す る こ と も で き る 。 い ず れ の 場 合 も 、 先 の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 懸 垂 碍
子 装 置 １ ３ で Ｖ 吊 り 形 態 か ら Ｉ 吊 り 形 態 に 変 更 し 元 に 戻 す 工 法 を 組 み 合 わ せ て 行 う 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
次 に 、 同 図 に 示 す よ う に 、 一 側 架 空 線 ２ １ を 一 側 新 設 ア ー ム ３ １ の 先 端 側 に Ｉ 吊 り 形 態 架
空 線 と し て 移 設 す る 工 程 を 行 う （ 第 ３ 工 程 ） 。 こ の 工 程 に お い て 、 Ｖ 吊 り 形 態 架 空 線 を Ｉ
吊 り 形 態 架 空 線 と す る に は 、 前 述 の よ う に 、 懸 垂 碍 子 装 置 １ ３ の Ｖ 字 状 に 懸 垂 し た 一 対 の
絶 縁 碍 子 を 外 し た 後 、 ア ー ム 先 端 へ Ｉ 吊 り 形 態 の 懸 垂 碍 子 装 置 に 変 更 し 、 一 側 架 空 線 ２ １
を 吊 り 下 げ つ つ 、 一 側 新 設 ア ー ム ３ １ に 移 設 す る こ と で 実 現 で き る 。
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【 ０ ０ ４ ７ 】
勿 論 、 先 に 懸 垂 碍 子 装 置 １ ３ を 一 側 新 設 ア ー ム ３ １ に 移 設 ま た は 新 設 し 、 そ の 後 に 一 側 架
空 線 ２ １ の み を 移 設 す る 作 業 手 順 と し て も よ い 。 こ れ に よ り 一 側 架 空 線 ２ １ を 外 側 （ 一 側
新 設 ア ー ム ３ １ の 先 端 側 ） へ 移 動 さ せ て 、 新 設 鉄 塔 ３ ０ の 残 り の 部 分 を 建 築 す る た め の 作
業 空 間 （ 離 隔 距 離 ） を 確 保 す る 。 こ の 後 、 既 設 鉄 塔 １ ０ の 各 一 側 既 設 ア ー ム １ １ と 不 要 な
碍 子 を 撤 去 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
次 に 、 図 １ １ （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 一 側 架 空 線 ２ １ に 通 電 し 、 他 側 架 空 線 ２ ２ を
断 電 し た 状 態 で 、 新 設 鉄 塔 ３ ０ に 他 側 既 設 ア ー ム １ ２ に 対 応 す る 他 側 新 設 ア ー ム ３ ２ を 建
築 す る 工 程 を 行 う （ 第 ４ 工 程 ） 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
次 に 、 同 図 に 示 す よ う に 、 そ の 他 側 新 設 ア ー ム ３ ２ に 懸 垂 碍 子 装 置 １ ３ を 介 し て 他 側 架 空
線 ２ ２ を Ｖ 吊 り 形 態 架 空 線 ２ ２ と し て 移 設 す る 工 程 を 行 う （ 第 ５ 工 程 ） 。 そ の 後 、 既 設 鉄
塔 １ ０ の 各 他 側 既 設 ア ー ム １ ２ お よ び 塔 体 の 少 な く と も 一 部 を 撤 去 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
次 に 、 図 １ ２ （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 他 側 架 空 線 ２ ２ に 通 電 し 、 一 側 架 空 線 ２ １ を
断 電 し た 状 態 で 、 そ の 一 側 架 空 線 ２ １ を 懸 垂 碍 子 装 置 １ ３ を 介 し て Ｖ 吊 り 形 態 架 空 線 ２ １
と し て 架 線 す る 工 程 を 行 う （ 第 ６ 工 程 ） 。 し か る 後 、 一 側 架 空 線 ２ １ に も 通 電 し て 、 一 側
架 空 線 ２ １ 及 び 他 側 架 空 線 ２ ２ を 送 電 状 態 に 復 帰 さ せ る 。 そ の 後 、 既 設 鉄 塔 の 残 り の 部 分
も 撤 去 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
こ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 既 設 鉄 塔 １ ０ と 同 じ 場 所 に 新 設 鉄 塔 ３ ０ を 建 築 す る 建 て 替 え 工
法 と し て 好 適 で あ り 、 鉄 塔 建 て 替 え 作 業 を 安 全 か つ 経 済 的 に 実 施 す る こ と が で き る 。 そ の
他 の 作 用 効 果 に つ い て は 、 第 １ の 実 施 形 態 と ほ ぼ 同 様 の 作 用 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
な お 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 既 設 鉄 塔 １ ０ と 同 じ 場 所 に 新 設 鉄 塔 ３ ０ を 建 築 す る 例 に つ い
て 述 べ た が 、 既 設 鉄 塔 １ ０ と 同 じ 場 所 に 新 設 鉄 塔 ３ ０ を 建 築 し て 既 設 鉄 塔 １ ０ を 完 全 に 撤
去 す る 場 合 、 既 設 鉄 塔 １ ０ の 一 部 を 利 用 し て 新 設 鉄 塔 ３ ０ を 建 て る 場 合 、 既 設 鉄 塔 １ ０ を
嵩 上 げ す る 場 合 、 の 何 れ に も 本 発 明 を 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 １ 回 線 交 互 停 止 に よ る 鉄 塔 建 て 替 え が 可 能 で 、 充 分 な 離
隔 距 離 の 確 保 に よ り 、 作 業 者 を 含 む 電 気 的 安 全 性 を 確 保 で き 、 し か も 仮 設 物 や 特 別 な ス ペ
ー ス が 不 要 で 、 施 工 性 並 び に 経 済 性 に 優 れ た 鉄 塔 建 て 替 え 工 法 を 提 供 す る こ と が で き る と
い っ た 優 れ た 効 果 を 奏 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 鉄 塔 建 て 替 え 工 法 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 工 程 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 鉄 塔 建 て 替 え 工 法 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 工 程 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 鉄 塔 建 て 替 え 工 法 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 工 程 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 鉄 塔 建 て 替 え 工 法 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 工 程 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ に 対 応 す る 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る 鉄 塔 建 て 替 え 工 法 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 平 面 工 程 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に 係 る 鉄 塔 建 て 替 え 工 法 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 鉄 塔 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 塔 体 か ら の 離 隔 距 離 等 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 に 係 る 鉄 塔 建 て 替 え 工 法 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す 工 程 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 に 係 る 鉄 塔 建 て 替 え 工 法 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す 工 程 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 に 係 る 鉄 塔 建 て 替 え 工 法 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す 工 程 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 に 係 る 鉄 塔 建 て 替 え 工 法 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す 工 程 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ０ に 対 応 す る 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 従 来 の 鉄 塔 建 て 替 え 工 法 を 示 す 平 面 工 程 図 で あ る 。
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【 図 １ ５ 】 従 来 の 鉄 塔 建 て 替 え 工 法 を 示 す 平 面 工 程 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 従 来 の 鉄 塔 建 て 替 え 工 法 を 示 す 平 面 工 程 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 既 設 鉄 塔
１ ０ ａ 　 塔 体
１ １ 　 一 側 既 設 ア ー ム
１ ２ 　 他 側 既 設 ア ー ム
１ ３ 　 Ｖ 吊 り 形 態 の 懸 垂 碍 子 装 置
１ ４ 、 １ ５ 　 絶 縁 碍 子
３ １ 　 一 側 新 設 ア ー ム
２ ２ 　 他 側 新 設 ア ー ム
３ ０ 　 新 設 鉄 塔
３ ０ ａ 　 塔 体
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】
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